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１． 本プロジェクトの研究の背景、目的、関係するプロジ

ェクトとの関係 

 雷雲や雷放電における強電場領域においては、電子が

相対論的なエネルギーまで加速され、制動放射によって

10 MeV を超える高エネルギー光子を放出することが知ら

れてきた。しかし濃密な大気中でなぜ電子がエネルギーを

獲得でき、増幅されるかは未だに明らかになっていない。ま

たどのような条件が揃うと雷雲や雷放電で電子加速が発生

するのか、といった発生条件や、これらの高エネルギー現

象が雷放電の発生や雷雲の帯電プロセスにどのような影響

を及ぼしているかも未知である。 

 我々は北陸地方を対象として雷放電や雷雲からの高エネ

ル ギ ー現象 を 観測す る GROWTH (Gamma-Ray 

Observation of Winter Thunderclouds) 実験を実施し

ており、石川県金沢市を中心に小型なガンマ線検出器によ

る多地点観測を実施している。得られた高品質なデータの

解釈には、強電場によって加速された電子が大気中でどの

ような相互作用を受け、最終的に検出器にどのような種類

の粒子がどれほど到来するのかを推定する必要がある。従

って本プロジェクトでは Hokusai BigWaterfall 上でモン

テカルロ・シミュレーションを実行し、電子・ガンマ線の大気

伝搬を計算することで、検出したデータとの比較を行うこと

を目的としている。 

 

２． 利用がなかった場合の理由 

 研究は観測を中心に実施しており、昨年度に引き続き計

算は実行しなかった。また詳細な理論モデルについては簡

易課題 Q22496 “Particle analysis regarding macro-

effects in thunderstorms” において実施した。 
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